
迎
春

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
新
年
を
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
の
始
め
に
当
た
り
、県
・
市
町
、医
師
会
や
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
指
導

と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、当
協
会
の
健
診
検
査
業
務
が
着
実
に
進
展
し
、微
力
な
が
ら
、県
民

の
皆
様
の
健
康
の
保
持
増
進
に
お
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
で
、
協
会
を
挙
げ

て
感
染
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
何
よ
り
受
診
者
の
皆
様
や
職
員
の
安
全
確
保

の
た
め
、
消
毒
・
検
温
・
換
気
等
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定

保
健
指
導
の
Ｗ
ｅ
ｂ
面
談
（
遠
隔
面
談
）
も
一
層
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
元
市
の
要
請
を
受
け
て
、
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
、
藤
枝
健
診
セ
ン
タ
ー
及
び
浜
松
健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
住
民
の
方
々
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
と
と
も
に
、
公
的
機
関
や
民
間
事
業
所
の
職
域
接
種
等
に
も
積
極

的
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
め
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
一
層
円
滑
に
行
う
た
め
、
昨
年
十
一
月
に
接
種
担
当
職
員
の
移
動
専
用
車
両
も
二
台
導

入
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
健
診
機
器
の
整
備
と
し
て
、
藤
枝
健
診
セ
ン
タ
ー
に
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
側
彎

症
検
診
装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
健
診
検
査
の
一
層
の
精
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
年
間
の
受
診
者
総
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
通
年

で
は
一
昨
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

県
内
東
・
中
・
西
部
に
跨
る
五
つ
の
事
業
所
を
有
す
る
総
合
健
診
（
検
診
）
機
関
と
し
て
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
受
診
者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
の
健
診
事

業
を
き
め
細
か
く
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
人
の
「
平
均
寿
命
」
は
、

男
性
が
八
一
．
六
一
歳
、
女
性
が
八
七
．
七
四
歳
と
な
り
、
と
も
に
過
去
最
高
を
更
新
し
、

国
別
で
は
、
男
性
が
ス
イ
ス
に
次
い
で
世
界
二
位
、
女
性
は
六
年
ぶ
り
に
世
界
一
位
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
く
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
期
間
で
あ
る
「
健
康

寿
命
」
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
二
〇
二
一
年
版
の
世
界
保
健
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
人
の

健
康
寿
命
は
、
男
性
が
七
二
．
六
歳
、
女
性
が
七
五
．
五
歳
で
、
と
も
に
世
界
一
で
、
ま
さ

に
我
が
国
は
世
界
に
冠
た
る
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
平
均
寿
命
」
と

「
健
康
寿
命
」
の
年
齢
差
を
短
縮
し
て
い
く
た
め
に
も
、
平
均
寿
命
を
上
回
る
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
私
ど
も
健
診
機
関
と
し
て
、
県
民
の
皆
様

の
疾
病
予
防
と
健
康
の
保
持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
一
端
を
担
う
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
静
岡
県
は
、
全
国
上
位
に
位
置
す
る
健
康
長
寿
県
で
す
。
こ
の
誇
れ
る
郷
土
で
、
今
後
と

も
、『
み
ん
な
の
健
康
を
守
る
』
の
理
念
の
も
と
に
よ
り
質
の
高
い
健
診
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
お
客
様
満
足
」
の
視
点
に
立
っ
て
、
安
心
・
安
全
そ
し
て
快
適
に
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
県
民
の
皆
様
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
協
会
と
な

る
よ
う
職
員
一
同
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
一
刻
も
早
い
収
束
を
切
に
願
い
つ
つ
、
皆
様
方
の
ご
健
康
ご

多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
令
和
四
年
　
元
旦

新
年
を
迎
え
て

公
益
財
団
法
人
　
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
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堤
谷
　
柚
希
さ
ん

　「AYA世代」という言葉を知っていますか？AYA（Adolescent 
and Young Adult）世代とは、15～39歳の思春期・若年成人のこと
を指し、さらにA世代（15～24歳），YA世代（25～39歳）と細分類
することもあります。従来であれば、がんを想定していないこの若
年層の世代にもがん患者が存在することが知られるようになってき
ました。今回は、AYA世代のがんについてお話したいと思います。

● 頻度と種類
　AYA世代のがんは、年齢階級ごとに頻
度の高い疾患が異なります。15～19歳では、

小児期と同様に白血病，脳腫瘍，リンパ腫が上位を占めます
が、性腺腫瘍，骨腫瘍，軟部肉腫，甲状腺がんがそれに続きま
す。20～29歳では、性腺腫瘍（特に胚細胞腫瘍），甲状腺がん
が多く発症します。30～39歳では、乳がん・子宮頸がんが急増
し、性腺腫瘍，大腸がん，胃がんがこれに続きます。
● AYA世代特有の課題と対策
　AYA世代は、「患者も医療者もがんを疑いにくい先入観」や「健康診断や医療機関が
身近にない環境」のため、確定診断に至るまでに時間がかかる傾向があります。また
いったん診断がついたとしても、標準的治療が不順守となりやすい特徴が明らかとなっ
ています。前半のA世代では、同世代との交流，親密な情緒的関係の構築，親からの自
立等の社会性が発達段階にあることに加え、学業や就労の遅れや中断が不安材料になり
ます。家庭や社会での活動が生活の中心となるYA世代では、子育て・親の介護・就労
への影響が懸念されます。一方で、40歳以上であれば、自宅療養で利用できるはずの介
護保険制度がAYA世代では適応されていないという制度上の空白地帯があります。
　そんな中、AYA世代がん支援体制の構築として、医師の研修の他、多職種専門職の
育成、希少がん拠点病院に症例を集約する動きも出てきています。経済的なサポート体
制として、静岡県内の一部の市町では“若年がん患者等支援事業”として補助金が利用
できる制度があります。
● 終わりに
　「まだ、自分はがんができるような年代じゃないから」と思わ
ずに、クーポンを利用し積極的に検診に行って、身体不調の
チェックを欠かさないようにしていただきたいと思います。

参考・引用資料
厚 生労働省：平成27-29年度厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業）
「総合的な思春期・若年成人（AYA）世代のがん対策のあり方に関する研究」（研究
代表者：堀部敬三），「医療従事者が知っておきたいAYA世代がんサポートガイド」，
金原出版株式会社

小
学
生
高
学
年

浜
松
市
立
有
玉
小
学
校
６
年

後
藤
　
柚
月
さ
ん

　静岡県及びしずおか健康長寿財団では、創作過程を通じて学校や家庭などで健
康づくりについて考えてもらう機会を増やしたいという目的で、県内の小・中・高等学
校・特別支援学校の児童生徒から、健康づくりに関するポスター・標語を募集しまし
た。
　「運動・身体活動」「食育」の２つをテーマに出品を募集したところ、ポスター526
点、標語793点、計1,319点の応募があり、各部門で入賞作品を決定しました。今後
は県内各地で展示を実施する予定です。
　素晴らしい作品の中から各部門の最優秀賞（静岡県知事賞）を御紹介します。

川口　知香
浜松健診センター

保健師

第8回 ふじのくに健康づくりポスター・標語コンクール入賞作品紹介

しずおか健康長寿財団
だより39

運動・身体活動

食　　　　 育

浜松日体中学校３年　菊池　優利菜さん
夕焼けに　歩いてふれる　ふじの四季

浜松市立有玉小学校４年　高林　陽香さん
もく食でも　心は感しゃの　いただきます

標語の部

ポ ス タ ー の 部

　
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、

皆
様
に
は
感
染
防
止
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
京
２ニ

ー
ゼ
ロ
ニ
ー
ゼ
ロ

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
成
功
に
開
催
県
と
し
て
貢
献
で
き
た
一
方
、
熱
海
市
伊
豆
山
の

土
石
流
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
し
い
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。「
東
京
時
代
か
ら
静

岡
時
代
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
具
体
策
を
講
じ
な
が
ら
、
県
民
幸
福

度
の
最
大
化
を
目
指
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
富
国
有
徳
の
美
し
い

〝
ふ
じ
の
く
に
〞
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
最
優
先
す
る
政
策
は
命
を
守
る
危
機
管
理
で
す
。
防
災
だ
け
で
な
く

防
疫
を
加
え
た
防
災
・
防
疫
が
こ
れ
か
ら
の
本
県
の
危
機
管
理
の
２
本

柱
で
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
地
震
・
津
波
・
台
風
・
集
中
豪
雨
な
ど
へ
の
対

策
を
一
段
と
強
化
し
ま
す
。
特
に
県
内
の
盛
土
の
危
険
箇
所
を
徹
底
調

査
し
、
厳
格
な
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
制
定
し
ま
す
。
防
疫
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
、
今

後
の
感
染
症
の
流
行
も
視
野
に
入
れ
、
感
染
症
対
策
の
拠
点
施
設
の
設

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
来
の
「
生
産
と
消
費
の
新
し
い
好
循

環
」
を
創
出
す
る
「
フ
ジ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
短
期
政
策

と
し
て
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
飲
食
・
観
光
産
業
を
励
ま
す
た
め
、

Ｄ
Ｘ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
食
文
化
（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）
と
観
光
と

を
一
体
化
さ
せ
た
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
、山
梨
・
長
野
・

新
潟
の
三
県
と
連
携
し
た
「
バ
イ
・
山や

ま

の
洲く

に

」
で
推
進
し
ま
す
。
中
期

政
策
と
し
て
、
本
県
の
医
薬
品
・
医
療
機
器
生
産
金
額
が
十
年
連
続
全

国
一
で
あ
り
、
か
つ
健
康
寿
命
が
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
い
う

地
域
特
性
を
生
か
し
、
ヘ
ル
ス
と
ウ
ェ
ル
ス
を
一
体
化
さ
せ
る
医
療
健

康
産
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
育
て
あ
げ
ま
す
。
中
長
期
的
な
政
策

と
し
て
、
脱
炭
素
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
地
域
循
環
共
生
圏
を
地
域

ご
と
に
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
政
策
に
つ
い
て
は
、
本
県
開
催
の
「
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
自
転
車
競
技
」
と
「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」
の
成
功
を
未
来
に
つ
な
ぐ
レ
ガ

シ
ー
に
昇
華
さ
せ
る
た
め
、
今
年
稼
働
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
昨
年
設
置
し
た
「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
推
進

母
体
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
と
文
化
芸
術
の
花
咲
く
地
域
を
目

指
し
ま
す
。

　
静
岡
県
は
富
士
山
を
は
じ
め
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
て
い
ま
す
。
白

雪
は
溶
け
て
清
冽
な
水
に
な
り
ま
す
―

　
富
士
の
峰み

ね 

幾い
く
と
せ年
く
ぐ
る 

白し
ら
ゆ
き雪
の 

清き
よ

き 

水み
ず

湧わ

く 

柿か
き

田た
が
わ川
か
な

と
い
う
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
霊
峰
に
降
る
白
雪
は
美
し
い
水
の
循
環
の

シ
ン
ボ
ル
で
す
。
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
世
界
ク
ラ
ス
の
絶
景
を

擁
す
る
私
た
ち
は
改
め
て
自
然
の
も
た
ら
す
恵
み
と
と
も
に
「
水
」
に

つ
い
て
考
え
、
見
直
す
一
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

静
岡
県
知
事川

勝
平
太

令
和
４
年 

知
事
年
頭
挨
拶
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6
年
生
で
協
力
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
運
動
会
で
は

7
名
と
8
名
の
縦
割
り

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
6
年

生
2
名
を
中
心
に
練
習
に

励
み
ま
す
。
リ
レ
ー
練
習
が

始
ま
っ
た
頃
の
こ
と
で
す
。

ハ
ー
ド
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

組
ん
だ
6
年
生
に
下
級
生

の
不
満
が
高
ま
り
ま
し
た
。

6
年
生
は
下
級
生
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
声
か
け
の
仕

方
や
関
わ
り
方
を
考
え
練

習
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
下
級
生
は
必
死

に
つ
い
て
い
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
子
ど
も
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
本
校
の

良
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し

た
。
15
名
で
一
丸
と
な
る
活

動
が
多
い
こ
と
は
、
一
人
ひ

と
り
の
役
割
や
出
番
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
互

い
を
認
め
絆
が
深
ま
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
秋
山
先
生
、
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。」「
○
○
さ

ん
、
お
腹
の
具
合
は
ど
う
？

お
母
さ
ん
の
風
邪
は
治
っ

た
？
」

　
朝
は
玄
関
で
の
「
名
前

を
添
え
た
挨
拶
」
と
「
に

こ
に
こ
元
気
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ

ク
」（
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
）

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
起

床
、
就
寝
時
刻
は
も
ち
ろ

ん
、
声
の
ト
ー
ン
や
表
情
、

身
な
り
な
ど
も
観
察
し
ま

す
。
目
や
に
が
付
い
て
い
れ

ば
生
活
の
指
導
を
し
、
具

合
が
悪
け
れ
ば
休
み
時
間

や
授
業
中
に
も
う
一
度
様
子

を
見
に
行
き
ま
す
。
給
食

の
時
間
に
は
食
欲
や
好
き

嫌
い
を
尋
ね
、「
１
つ
だ
け

で
も
食
べ
て
み
よ
う
」
と
声

を
か
け
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
の
配
膳
を
確
認
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
体
育
の
授

業
で
は
熱
中
症
の
危
険
や
、

怪
我
に
繋
が
る
要
因
が
な

い
か
な
ど
を
見
て
い
ま
す
。

保
健
室
の
来
室
が
少
な
い

分
、
自
分
か
ら
子
ど
も
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
か

ら
話
し
か
け
て
も
ら
い
や
す

く
、
子
ど
も
の
変
化
に
気

付
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

毎
日
欠
か
さ
ず
身
長
を
測

り
に
来
て
、
話
し
た
い
こ
と

だ
け
を
話
し
て
さ
っ
と
教
室

へ
戻
る
子
が
何
人
か
い
ま
す

が
、
こ
の
様
に
「
何
と
な

く
」
保
健
室
を
使
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
私
は
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
怪
我
や
病
気
に

か
か
っ
た
子
だ
け
で
な
く
、

誰
で
も
気
軽
に
入
っ
て
こ
ら

れ
る
よ
う
な
保
健
室
を
こ

れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
小
規
模
校
で
は
一
人
ひ
と

り
の
様
子
が
よ
く
見
え
、

時
間
を
か
け
て
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
中
学
校
へ
行
け
ば
大

人
数
の
中
で
自
立
し
て
生

活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
保
健
室
は
心
の

拠
り
所
で
も
あ
り
な
が
ら
、

教
育
の
場
で
も
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
の

心
と
体
の
健
康
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
校
は
お
茶
や
わ
さ
び

な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
オ
ク
シ
ズ
の
起
点
に

位
置
す
る
学
校
で
す
。
地

域
の
方
は
学
校
行
事
や

P
T
A
活
動
に
大
変
協
力

的
で
、
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
朝
8

時
に
な
る
と
、
校
内
放
送

で
地
域
の
歌
「
今
日
が
は
じ

ま
る
」
が
流
れ
ま
す
。
平

成
24
年
に
地
域
の
方
と
学

校
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
こ
の

曲
は
、
運
動
会
や
集
会
で

歌
う
な
ど
ず
っ
と
大
切
に

歌
わ
れ
て
お
り
、
地
域
あ
っ

て
の
賤
機
北
小
だ
と
実
感

し
ま
す
。

　
本
年
度
の
全
校
児
童
数

は
15
名
な
の
で
、
給
食
の
配

膳
、
体
育
の
授
業
、
そ
し

て
宿
泊
体
験
な
ど
も
1
〜

〈
事
業
所
紹
介
〉

　
医
療
法
人
社
団
健
祉
会

は
、
島
田
市
に
お
い
て
医

院
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
複
合
施
設
の
３
施
設

（
従
業
員
約
1
7
0
人
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ア

ポ
ロ
ン
で
は
、
在
宅
復
帰

の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
必
要
な
慢
性
期

医
療
と
看
護
介
護
を
提
供

す
る
入
所
施
設
と
し
て
平

成
11
年
4
月
島
田
市
中
溝

町
で
事
業
を
開
始
し
、
利

用
者
増
に
よ
り
平
成
28
年

増
床
し
、
現
在
入
所
定
員

1
0
0
人
、の
規
模
で
「
豊

か
な
心
を
持
ち
、
地
域
の

医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
」
を
理
念
と
し

て
利
用
者
様
の
健
康
・
生

活
の
維
持
・
社
会
復
帰
を

目
指
し
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
に
併

設
し
て
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
訪
問
介
護

事
業
・
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
・
島
田
市
か
ら
委
託

を
受
け
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

の
支
援
・
相
談
業
務
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
当
法
人
で
は
、

呼
吸
器
科
・
外
科
の
レ

シ
ャ
ー
ド
医
院
（
従
業
員

他
13
人
）、
複
合
施
設
ア

ポ
ロ
ン
伊
太
（
従
業
員
約

60
人
）
を
運
営
し
、
こ
の

中
で
サ
テ
ラ
イ
ト
型
老
人

保
健
施
設
（
入
所
20
人
）・

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
・
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
・
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
様
々
な

医
療
・
介
護
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
医
療
・
介
護
の

需
要
は
著
し
く
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
介
護
の

世
界
で
は
年
々
若
い
人
材

の
就
業
が
厳
し
く
、
継
続

雇
用
者
を
含
め
高
齢
の
職

員
が
徐
々
に
増
加
し
て
お

り
、
従
来
以
上
の
健
康
管

理
が
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

〈
健
康
管
理
体
制
〉

　
事
業
の
主
体
と
な
っ
て

い
る
介
護
の
分
野
で
は
、

毎
年
冬
場
に
な
る
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
・
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
感

染
防
止
に
職
員
も
含
め
大

き
な
注
意
を
向
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
昨

年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
感
染
防
止

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

費
や
し
て
い
ま
す
。
当
法

人
の
医
院
に
お
い
て
は
、

通
常
の
診
療
に
加
え
新
コ

ロ
ナ
感
染
患
者
の
診
察
・

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
ワ
ク
チ
ン

個
別
接
種
の
対
応
が
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
施
設
に

お
い
て
は
職
員
の
感
染
や

通
い
の
利
用
者
の
感
染
等

が
発
生
し
、
大
規
模
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
、
濃
厚
接

触
者
の
隔
離
、
事
業
所
の

休
業
、
保
健
所
と
の
連
絡

協
議
、
施
設
内
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
入
所
者
の
長

期
間
の
面
会
禁
止
等
従
来

経
験
の
無
か
っ
た
新
た
な

対
応
を
求
め
ら
れ
利
用

者
・
職
員
の
健
康
管
理
・

感
染
防
止
を
始
め
と
し
た

著
し
い
業
務
量
の
増
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
と
は
異

な
っ
た
環
境
の
中
で
業
務

増
だ
け
で
な
く
福
利
厚
生

の
制
限
や
私
生
活
に
お
い

て
は
職
業
上
、
家
族
間
で

の
感
染
対
策
、
旅
行
・
外

出
等
娯
楽
の
制
限
も
一
般

の
職
業
以
上
に
厳
し
い
制

限
を
果
た
し
て
お
り
、
毎

月
開
催
の
衛
生
委
員
会
で

も
詳
細
な
対
応
策
の
検
討

が
必
要
と
な
る
な
ど
職
員

の
ス
ト
レ
ス
・
健
康
面
も

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
定
期
健
康
診
断

と
同
時
に
職
員
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
静
岡
県
予

防
医
学
協
会
に
お
願
し
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

心
の
健
康
の
た
め
例
年
以

上
に
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　

　
今
後
も
職
員
の
健
康
管

理
に
さ
ら
な
る
注
意
を

し
、
地
域
の
市
民
の
生
活

を
守
る
た
め
健
全
な
医

療
・
介
護
事
業
の
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。

 

（
島
田
市
中
溝
町
１
７
１
４
–
１
）

げ
ん
き
な
事
業
所

医
療
法
人
社
団
　健 

祉 

会

か
ら
生
徒
が
主
体
的
に
活

動
で
き
る
よ
う
、
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
今
回
は
、
1
学
期
に
行
っ

た
感
染
症
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
学
校
全
体
で
感
染
症
対

策
に
取
り
組
む
中
、
保
健

委
員
長
か
ら
「
休
み
時
間

に
廊
下
が
密
に
な
っ
て
い
る

の
が
気
に
な
り
ま
す
」
と

う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
保
健
委
員
長
が

考
案
し
た
感
染
症
対
策
を
、

保
健
委
員
主
体
で
取
り
組

ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

〝
３
密
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

を
立
ち
上
げ
、
休
み
時
間

の
教
室
や
廊
下
の
密
集
を

解
消
す
る
た
め
の
〝
学
級

遊
び
で
コ
ロ
ナ
予
防
〞
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
①
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
ク
ラ
ス

に
説
明
す
る
②
各
ク
ラ
ス
で

感
染
予
防
対
策
の
と
れ
る

遊
び
を
考
え
る
③
体
育
館

や
運
動
場
、
多
目
的
室
等

を
利
用
し
、
生
徒
を
学
校

中
に
分
散
さ
せ
る
④
実
施

日
と
そ
う
で
な
い
日
の
廊
下

や
教
室
の
様
子
を
写
真
に

記
録
し
、
実
施
し
た
成
果

を
確
認
す
る
⑤
実
施
し
て

み
て
感
じ
た
こ
と
、
今
後
続

け
て
い
き
た
い
こ
と
を
話
し

合
う
、
以
上
の
こ
と
を
行
い

ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
、

密
回
避
が
で
き
て
い
る
か
を

保
健
委
員
が
写
真
を
撮
り

な
が
ら
確
認
し
て
回
り
、

「
廊
下
に
い
る
人
が
減
っ
て

い
た
」「
い
つ
も
よ
り
密
が

少
な
く
な
っ
て
い
て
良
か
っ

た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
委
員
会
の
振
り
返

り
で
は
、「
昼
休
み
に
密
に

な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
、
体
育
の
後
な
ど

手
洗
い
の
呼
び
か
け
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
」「
ク
ラ
ス

の
確
認
項
目
に
密
に
な
ら

な
い
と
い
う
項
目
を
追
加

し
、
一
人
一
人
が
意
識
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
言

う
言
葉
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

委
員
会
で
の
活
動
を
通
し

て
、
保
健
委
員
が
予
防
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
主

体
的
に
予
防
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
共
に
考
え
、
活
動
し
て

い
く
こ
と
で
、
教
員
か
ら
は

出
て
こ
な
い
生
徒
目
線
の
ア

イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。
生

徒
は
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
よ
く
周
り
を
見
て

考
え
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
が

自
分
た
ち
の
考
え
を
発
信

し
、
主
体
と
な
っ
て
活
躍
で

き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
け
る

よ
う
、
保
健
室
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
湖
東
中
学
校
は
、
昭
和

34
年
に
二
つ
の
中
学
校
の
統

合
に
よ
り
で
き
ま
し
た
。

浜
松
市
北
西
部
に
位
置
し
、

海
や
台
地
の
緑
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
豊
か
な
環
境
の

中
、
現
在
７
６
０
名
の
生

徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
「
意
欲
を

持
っ
て
挑
戦
し
自
己
表
現
で

き
る
生
徒
」
を
学
校
教
育

目
標
に
掲
げ
、
生
徒
一
人
一

人
の
居
場
所
と
出
番
つ
く

り
を
通
し
て
、
社
会
的
・職

業
的
自
立
に
向
け
必
要
な

基
盤
と
な
る
能
力
を
育
成

で
き
る
よ
う
、
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
健
室
で
は
、
学
校
保

健
目
標
「
自
他
の
生
命
を

尊
重
し
、
主
体
的
に
健
康

に
な
ろ
う
と
す
る
生
徒
の

育
成
」
の
も
と
、
保
健
の
面

U
RL: http://w

w
w
.apolon-shizuoka.com
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介護老人保健施設 アポロン中溝複合施設 アポロン伊太

第148号け ん こ う 静 岡（3）令和４年１月１日

保健
　室
保健
　室



　総合健診センター・ヘルスポート、藤枝健診センター、浜松健診センターの各施
設での健診及び巡回健診（出張健診）で受けられるオプション検査をシリーズで紹
介しています。
　今回は、「おすすめ検査 －その1－」です。

ピロリ菌検査（抗体）
胃がんや胃・十二指腸潰瘍などの原因と
なるピロリ菌感染の有無を調べます

　ピロリ菌は胃がんの主たる原因です。小児期
にピロリ菌に感染した胃は徐々に萎縮性胃炎を
生じ、そのなかの数％の方が胃がんになってし
まいます。ピロリ菌の除菌治療により、胃がん
の発生が抑制されることが知られています。

検査方法 採血のみ　　検査ができない方 ■除菌後の方
■過去に検査して陰性だった方

●肌年齢測定器

　こちらの肌年齢測定器では、お肌のセルフチェックを
約２分と手軽に行うことができます。簡単な質問への回
答と機器による測定で、肌の推定年齢・肌の健康度
（A~Eの５段階）を算出します。また、それだけではな
く、基礎代謝量・１日に必要なカロリーなども含め、多
彩な結果をプリントアウトしてお持ち帰りいただくことができます。
　さらに、肌のタイプ別にコメントが添付され、スキンケアに対するアドバイ
スはもちろん、体の中からよりキレイになれる美肌アドバイスも受けることが
できます。運動やマッサージ、入浴などについての助言もあり、日々の生活に
役立つ情報が満載です。

●脳年齢測定器

　脳年齢測定は、約３分間のゲーム感覚で行うことがで
きます。タッチパネルの数字を順番にタッチしていくこ
とで、脳の有効活用度・元気度・処理速度を測定し、脳
年齢を計算します。脳の活性化を促すトレーニング方法
など、様々なアドバイスが表示されます。また、併せてストレス度チェックを
行うこともできます。
　脳は、普段の生活の中でも、「手足を動かす」「家事をする」「身の回りの整
理整頓をする」ことで活性化されます。詳細な結果をプリントアウトして、お
持ち帰りいただくことができます。健康診断の受診と共に、ご自身の脳年齢を
チェックしていただき、ぜひ皆様の生活にお役立てください。

　また、リラクゼーションルームには、ほかにも待ち時間にお楽しみいただけ
るよう雑誌や漫画はもちろん、脳の活性化を期待できる塗り絵や数独などもご
用意しております。ぜひご利用ください。

結果説明をお待ちの間に
肌年齢・脳年齢の測定ができます！

　総合健診センター・ヘルスポート2階リラク
ゼーションルームには、どなたでも自由に無料で
ご利用いただける、肌年齢測定器、脳年齢測定器
を設置しております。

○ 胃がん、胃炎になったご家族が
いる方　
○胃の調子が悪い方

こんな方におすすめ

Ｂ型肝炎検査（抗原・抗体）
Ｂ型肝炎ウイルス感染の有無を調べます

　血液中のB型肝炎ウイルス
に対する抗原と抗体を調べる
検査です。

　B型肝炎ウイルスは、本人の自覚がないまま感染していることもあるため、これ
まで検査を受けたことのない方は、確認しておくことをおすすめします。

検査方法 採血のみ

○ Ｂ型肝炎ウイルスキャリアのご
家族（特に母親）がいる方
○長期に血液透析を受けていた方
○ 新たに性的な関係を持つ相手が
できた方

こんな方におすすめ

Ｃ型肝炎検査（抗体）
Ｃ型肝炎ウイルス感染の有無を調べます

　血液中のC型肝炎ウイルスに対する抗体を
調べる検査です。日本の慢性肝炎のうちの約
70％がC型肝炎によるものです。慢性肝炎の
まま治療しないと肝硬変や肝がんになること
もあるため、これまで検査を受けたことがな
い方は、確認しておくことをおすすめします。

検査方法 採血のみ

○ 平成４年（1992年）以前に輸血
を受けたことがある方
○長期に血液透析を受けていた方
○ 輸入非加熱血液凝固因子製剤を投
与されたことがある方
○ フィブリノゲン製剤を投与された
ことがある方
○ 大きな手術・臓器移植を受けたこ
とがある方
○ボディピアスを施している方

こんな方におすすめ

総合健診センター ヘルスポート
0120-39-6460

＊受付　平日 9：30～ 15：30
藤枝市善左衛門 2-19-8

藤枝健診センター
0120-39-6460

＊受付　平日 9：30～ 15：30
藤枝市善左衛門 2-11-5

浜松健診センター
0120-012-195

＊受付　平日 9：00～ 16：00
浜松市東区下石田町 951

オプション検査に関するお申し込み・お問い合わせ先

　当会の上部団体である公益財団法人 予防医学事業中
央会は、本部および各支部の中堅職員を対象に、職務に
専念し、他の模範となりさらに今後の活躍を期待しうる
職員に対して、毎年、予防医学事業推進全国大会の開催
に合わせて表彰を行っている。本年度は、新型コロナウ
イルスの感染拡大に伴い、同全国大会での表彰式は中止
となったが、当会藤枝健診センター情報管理課の鈴木裕
子課長補佐が奨励賞を受賞した。
　鈴木裕子課長補佐は、平成8年の入職以来、25年間、
情報処理第一係、情報処理課情報担当、現在の藤枝健診

センター情報管理課と一貫して情報部門の業務に従事してきた。また、その間、役
職者（主任・係長）としての役割も果たしつつ、情報管理課内の費用管理や精度管
理の向上に寄与してきた。平成31年4月からは、課長補佐として、課内の日常業務
のとりまとめや調整役として管理職である課長をサポートしている。
　誠実で快活な人柄と、その確実な仕事ぶりから、周囲の信頼も厚い。部下の人材
育成や円滑な業務運営のために欠かせない存在として、今後より一層の活躍が期待
されている。

鈴木裕子課長補佐 （公財）予防医学事業中央会 奨励賞を受賞 　人間ドックをご受診いただいた方には、午後の医師からの
結果説明の後、保健師との保健相談や、管理栄養士との栄養
相談を行っております。食事や運動、睡眠などの生活習慣に
ついてのアドバイスを中心とした、幅広いご相談に対応させて
いただいております。保健相談・栄養相談につきましては、
ご受診当日朝の受付でご希望の有無をお伺いしております。

　なお、検査中でも健康面について気にな
ることが出てきましたら、午後の相談を追
加させていただきますので、お気軽にス
タッフにお申し付けください。
　また、加入されている健康保険組合様に
よっては、特定保健指導のご案内をしてお
ります。相談をご希望されていない場合に
も、お声をかけさせていただくことがあり
ますが、こちらもぜひ生活習慣の改善にお
役立てください。

保健相談・栄養相談を受けて
今後の生活にいかしましょう！

Vol.5 オプション検査のご案内 ＜おすすめ検査 －その1－＞
～当協会各施設での健診、巡回健診で受けられます～
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静岡県予防医学協会 総合健診センター

ヘルスポートだより


